
● 自然観察：平成１８年９月３０日（土） 
（１，３，４，６，９班） 
秋晴れの爽やかな日に、早良区板屋にある「背振少年
自然の家」で「水源林の役割」についての講義（復習）
と自然観察を行いました。 
自然観察では、施設内にある植物の名前や由来、特徴
を学ぶとともに、人工林と天然林を比較して、自分たち
が理想とする森林の姿を考えてみました。 

ボランティアの声 

３年間の活動の折り返し点にあた

って、今日、あの最後に見上げた大き

なブナの木は、ボランティアに参加申

込みした時の気持ちを思い出させて

くれました。もちろん自然保護も参加

動機でしたが、毎日天神で夜遅くまで

クタクタになって働く私にとっては、

森の中でみなさんと得る達成感や爽

快さは欠かせないものになったよう

な気がします。（４班 児玉） 

市植物園「緑の解説員」の河西先

生は、日本や海外の植物に精通さ

れており、その知識の豊富さに、

参加者一同圧倒されました。先

生、ありがとうございました。 

人工林と天然林。どちらの林を

好みますか？ 

理想とする森林を全員でディスカッションする時間がなくなり

残念でしたが、九州では標高800ｍ以上でないと育たないといわ

れるブナの原生林を、全員が目に焼き付けました。 

理想とする森林は皆さんの頭の中にありますよね。（担当） 

● 木工細工＆シイタケの菌打ち： 
平成１９年１月１３日（土）（２，５，７，８班） 
原木（クヌギ）の入荷やシイタケ栽培の時期などから、
当初予定の１２月を変更し、年明けの１月に実施しまし
た。 
木工体験では、工作キットを利用し、椅子や本立てを
作ったり、機械を使って、イチョウのまな板を仕上げた
りしました。また、シイタケの栽培方法について説明を
受け、菌打ちと伏せ込みを行いました。 

ボランティアの声（「初夢」） 

私たち８班は、８名で出発しまし

た。しかし、受講者が少なく他班にご

迷惑をかけ申し訳ありません。ここ数

年、年金の減額、介護保険等保険料・

税金の増額が決まっています。また、

森林保育等目的とした新税の徴収、準

備が各地で進んでいます。講習費用は

水道料金を払った人から背を押され

いただいています。私たちは恵まれた

環境にあります。来年度末、８つの夢

が大きく遠くへ羽ばたく夢をみまし

た。（８班 佐藤） 

今回は、「初夢」と題

した「声」をいただきま

した。講習修了後に皆さ

んの夢が大きく羽ばた

くことを願っています。 

今回、皆さんが伏せ込

みを行った原木には、来

年の冬（１年半後）シイ

タケが育つ予定です。収

穫を楽しみに大事に育

てていきましょう。 

（担当） 

森林
も り

の楽しみ見つけました（１期生の皆さん） 

平成１７年度に応募された水源林ボランティア１期生の皆さんは、平成１８年度（２年目）の活動では、
育林作業に加えて、森林を楽しむ活動を行いました。それぞれの班が、年度の初めに決めた選択に従い、「自
然観察」と「木工細工＆シイタケの菌打ち」に分かれて、森林を楽しみました。 

安全でおいしい水を次世代へ繋ぐために、水源林の保全活動を実践しています。 
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ＶＶｏｏｌｌ．．４４ 

2007年４月 20日発行 

【シイタケ栽培の流れ】 
原木の伐採→玉切り→ 

菌打ち→伏せ込み→ 

ホダ起こし→採取！ 




